
「間質性肺疾患の診断と治療のコツ
～ガイドラインを踏まえて～」

高知大学医学部 呼吸器・アレルギー内科
准教授 大西 広志 先生

日時：令和７年６月９日（月）１７:１５～１８：１５

場所：総合医療センター５階 カンファレンス室３ 座長 友田 恒一

※大学院生で講義として受講する場合は必ず教務課（大学院）へ問い合わせてください。

《皆様のご来聴をお待ちしております》

間質性肺疾患には、特発性、膠原病関連、喫煙関連、過敏性肺炎、薬剤性
肺炎、感染症など様々な原因が含まれるため、診断が難しく、時に誤診に
より予後が悪化する症例も見受けられる。適切に診断を行うためには、必
要な問診、診察項目、検査項目、および治療方針について熟知しておく必
要がある。最新のガイドラインも交えながら、明日からの診療に役立つ間
質性肺疾患の診断・治療のコツについて解説を行います。


